
会議録要旨 

会議名 平成２９年度世田谷区立障害者福祉施設指定管理者選定委員会（第３回） 

担当部署 障害福祉担当部障害者地域生活課 

開催日時 平成２９年８月４日（金）１３：００～１４：３０ 

開催場所 世田谷区役所第２庁舎５階 第４委員会室 

出席者 石渡委員、佐藤委員、岩部委員、三井委員、樋口委員、松本委員、安永委員 

会議次第 

１ 開会 

２ ヒアリング審査（指定管理者候補事業者によるＰＲ・プレゼン含む） 

３ 最終審議及び指定管理者候補者決定について 

４ 閉会 

主な意見 

（１）ヒアリング審査 

【委員からの主な質問】 

・過去の工賃の推移の理由と、今後工賃アップをどのように図っていく考えか。 

・利用者の高齢化が進み、地域生活支援事業に取組むとの計画書の記載について。 

・法人後見について、法人、施設として、具体的な将来計画について。 

・今後利用率を上げていくための取組みについて。 

・利用者の楽しみを増やす方法として、施設行事等を増やす等の予定はあるか。 

・利用者からの第三者委員への相談しやすさや、そのための工夫について。 

・虐待防止委員会について。 

・非常勤・アルバイト等のスタッフも含め、人材育成の取組みについて。 

   ・差別解消への施設の取り組みについて。 

・ジャムづくりを高齢者の見守りにつなげているが、商店街等との地域連携の具 

体的な取組みについて。 

  ⇒ 事業者のプレゼン・回答に基づき、各委員がヒアリング審査の内容を採点した。 

 

（２）最終審議及び指定管理者候補者決定について 

【委員からの意見・評価】 

・説明により、地域や近隣とのつながりを大切にしていることが伝わった。 

・利用者の高齢化に伴い、地域包括事業を進めている。今後も継続いただきたい。 

・法人は地域貢献を以前より行っているが、時代にあわせた活動を継続している。 

・利用者及び地域の高齢化に対応する見守りは、今後も継続してほしい。 

・地域から信頼されている民生委員に協力を得て、高齢者の見守りなど新しい発 

想で地域展開している。 

・施設、利用者に地域のたくさんの目を向けてもらう努力をしている。 

・利用者が通所することが楽しくなるような多角性を持った施設にしている。 

・地域連携の意識が非常に高く、地域福祉の理念が浸透しており、期待している。 

 

◎ 平成３０年４月より５年間の指定管理者候補者として、同法人で決定することで 

全委員、異議なしで決定。 

 

 

参考資料３ 


